平成２９年度　第１回射水市子ども・子育て会議　議事要旨
１　開催場所　　平成29年5月26日(金)　 午後7時00分～午後7時50分
２　開催場所　　市役所４階　会議室４０１
３　出 席 者　
(1)　子ども・子育て会議委員
石津委員（会長）、金瀬委員（副会長）、上田委員、宮田委員、清水委員、越後委員、

島井委員、立浪委員、二川委員
 (2)　当局
　　福祉保健部長、福祉保健部次長、子育て支援課長、保健センター所長
　　子育て支援課職員3名、保健センター職員1名
４　欠 席 者　　明橋委員、朴木委員、森瀬委員、小林委員

会 議 次 第
１　開　会
２　あいさつ
３　委員及び事務局職員の紹介

４　議　事
(1) 新湊西部保育園と新湊保育園の今後のあり方について
(2) 子ども子育て総合支援センターについて

　５　その他
６　閉　会
≪議事要旨≫
(1) 新湊西部保育園と新湊保育園の今後のあり方について
（事務局）　説明

（会　長）　ただいまの説明に対して質問などあるか。
（委　員）　両園の統合については、本当に残念に思う。しかし、保護者の皆さんも理解されているという事ですので、粛々と進めていかれることには賛成しますが、新設する施設は、できる限り立派なものにしていただきたい。
（委　員）　今後、引受法人の募集をする際にいろいろな条件が出てくると思うが、認定こども園を新築する場合には、幼稚園及び保育園の両方の基準を満たす必要がある。保育園のみを運営している法人は、その基準について、把握していない可能性があるので、引受法人募集の際には、必ず満たすべき基準等の条件を盛り込んでいただきたい。また、施設運営等についても、幼稚園と保育園では違う点が多くあるので、引受法人募集時の法人からの提案に、誤っている点があれば、それを是正するよう指導していただきたい。
（事務局）　この提案については、募集要項の中に盛り込む方向で検討したいと思います。

（委　員）　認定こども園として設置するとの説明だが、どの形態のものを想定しているか。
（事務局）　幼保連携型認定こども園を想定しています。
（会　長）　他にご意見はあるか。無いならば、承認を頂いたということでよろしいか。

（委員各位）了解
(2) 子ども子育て総合支援センターについて

（事務局）　説明

（会　長）　ただいまの説明に対して質問などあるか。

（委　員）　下村交流センター内に設置されていた旧下村子育て支援センターには、市外からもたくさんの方が利用されていた。大門地区の新子育て支援センターでは、距離が遠のくので、旧下村子育て支援センターを利用されていた方達が、今後、どうなるのか心配である。

（事務局）　旧下村子育て支援センターは、昨年度で廃止したが、同交流センター内にある下村児童館でその機能を維持しています。
　　　　　　新子育て支援センターは、開設から２週間で1,100人の利用があり、地区別内訳は、新湊地区142人、小杉地区293人、大門地区394人、大島地区122人、下地区2人、市外168人となります。下地区の方は、主に下村児童館を利用されているものと考えており、行き場所が無くなったものではないと考えております。

（委　員）　子育てできる場の選択肢が増えたと喜んでいる保護者もいると思うので、今後も引き続きお願いしたい。
（会　長）　他に意見はあるか。無いならば、他に事務局から説明はあるか。

（事務局）　子育てアプリについての説明
（委　員）　このアプリについては、市外の方も利用できるか。
（事務局）　市外の方も利用できますが、健康診断、予防接種等の情報については、射水市の情報を配信しているので、市外の方については、その旨の説明をお願いしたい。

（委　員）　市外の方から、射水市は子育て施設が充実しているので、羨ましいという意見を頂くことがある。また、「ちゃいる.ｃｏｍ」等からの情報発信についても、羨ましいという意見を頂くこともある。

（委　員）　射水市内の小中学生のネット利用率が、県内でも特出して高いというデータが出ており、市教育委員会やＰＴＡでは、その対策を検討している。

　　　　　　アプリについては、有用なものとは思うが、子どもたちが、ネット依存にならないような対策を施していただきたい。
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